
保
育
園
児
と
老
人
ク
ラ
ブ
の
ふ
れ
あ
い
交
流
会（
１２
月
１９
日
／
ふ
じ
み
へ
き
地
保
育
所

保
育
園
児
と
老
人
ク
ラ
ブ
の
ふ
れ
あ
い
交
流
会（
１２
月
１９
日
／
ふ
じ
み
へ
き
地
保
育
所
））

メ
ー
ル
登

メ
ー
ル
登
録録



『
年
頭
に
あ
た
っ
て
』

初
山
別
村

長
　
 
宮
　
　
本
　
　
憲
　
　
幸

隠

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
皆
様
に
は
、
希
望
に
満
ち
た
平
成
　
年
の
新

２７

春
を
つ
つ
が
な
く
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
存
じ
、

心
か
ら
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

平
素
か
ら
、
村
政
推
進
に
際
し
ま
し
て
は
各
般

に
わ
た
り
、
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
厚

く
お
礼
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　
昨
年
は
全
国
各
地
で
局
地
的
な
豪
雨
や
土
砂

災
害
が
頻
発
し
、
多
大
な
被
害
が
も
た
ら
さ
れ

ま
し
た
。
日
本
列
島
が
あ
ら
ゆ
る
自
然
災
害
に

十
分
耐
え
う
る
環
境
と
は
ま
だ
ま
だ
言
い
難
い

状
況
で
あ
り
、
よ
り
安
全
で
安
心
な
国
土
づ
く

り
の
必
要
性
を
改
め
て
感
じ
た
一
年
で
あ
り
ま

し
た
。

　
ま
た
、
国
政
に
お
い
て
は
、
日
本
再
生
に
向

け
て
国
も
地
方
も
全
力
を
挙
げ
て
様
々
な
課
題

解
決
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
大
事
な

時
期
に
、
国
民
目
線
か
ら
は
か
け
離
れ
た
正
当

性
を
見
出
す
こ
と
が
難
し
い
衆
議
院
の
解
散
が

行
わ
れ
、
総
選
挙
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
強
固
な
政
権
を
維
持
し
て
の
再
ス
タ
ー
ト
と

な
り
ま
し
た
が
、
景
気
を
着
実
に
回
復
さ
せ
、

国
民
の
信
頼
と
協
力
を
得
て
、
将
来
を
見
据
え

た
明
確
な
ビ
ジ
ョ
ン
と
そ
こ
に
至
る
具
体
的
な

道
筋
を
描
き
、
子
育
て
支
援
や
医
療
、
介
護
な

ど
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
の
で
き
る
施

策
が
的
確
に
推
進
さ
れ
る
よ
う
願
う
も
の
で
あ

り
ま
す
。

　
一
方
、
村
に
お
き
ま
し
て
は
不
安
定
な
気
象

環
境
の
見
通
し
か
ら
、
基
幹
産
業
へ
の
影
響
を

心
配
い
た
し
ま
し
た
が
、
総
じ
て
豊
か
な
一
年

と
な
り
ま
し
た
こ
と
を
嬉
し
く
思
い
ま
す
し
、

村
民
の
皆
様
、
村
議
会
議
員
の
皆
様
を
始
め
、

関
係
機
関
等
の
深
い
ご
理
解
と
ご
指
導
・
ご
助

言
を
頂
き
、
懸
案
事
項
や
産
業
振
興
・
暮
ら
し

向
上
の
た
め
の
各
種
施
策
を
着
実
に
推
進
す
る

こ
と
が
で
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
な
お
又
、
昨
年
４
月
か
ら
５
名
の
地
域
お
こ

し
協
力
隊
の
皆
さ
ん
を
迎
え
、
地
域
の
活
性
化

に
力
添
え
を
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
が
、

様
々
な
分
野
に
お
い
て
積
極
的
な
活
動
が
展
開

さ
れ
、
村
に
清
新
な
風
が
吹
き
込
ま
れ
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
喜
ば
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
本
年
は
村
づ
く
り
の
基
本
的
な
指
針
で
あ
り

ま
す
「
第
７
期
初
山
別
村
総
合
振
興
計
画
」
の

後
期
５
ヶ
年
計
画
を
見
直
し
す
る
年
で
あ
る
と

同
時
に
、
国
の
施
策
で
あ
り
ま
す
地
方
創
生
戦

略
へ
の
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
る
年
で
も
あ
り

ま
す
。

　「
地
方
の
元
気
が
日
本
の
元
気
」
と
な
る
よ
う
、

心
の
豊
か
さ
の
実
感
で
き
る
農
山
漁
村
の
特
性

を
再
認
識
し
、
そ
の
魅
力
を
生
か
し
将
来
展
望

に
立
っ
て
、
求
め
ら
れ
る
施
策
を
効
果
的
に
展

開
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
本
年
も
ふ
る
里
づ
く
り
に
全
力
を
傾
注
し
て

参
る
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
変
わ
ら
ぬ
ご
指

導
と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
宜
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
ご
健
康
で
幸
多
き
年

と
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、

年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。



韻

『
新
年
の
ご
挨
拶
』

初
山
別
村
議
会
　
議
長
　
 
木
　
　
村
　
　
健
　
　
一

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
２
０
１
５
年
の
輝
か
し
い
新
春
を
ご
家
族

共
々
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　
皆
様
に
は
、
常
日
頃
議
会
並
び
に
議
員
各
位

に
対
し
ま
し
て
も
、
ご
理
解
、
ご
協
力
を
賜
っ

て
お
り
ま
す
こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
２
月
の

ソ
チ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
の
葛
西
選
手
の
「
レ

ジ
ェ
ン
ド
」
に
始
ま
り
、
北
海
道
と
し
て
は
威

勢
の
良
い
年
に
な
る
か
と
思
わ
れ
ま
し
た
が
、

４
月
の
消
費
税
値
上
げ
以
後
、
景
気
は
低
迷
し
、

円
安
に
よ
る
物
価
高
も
あ
り
、
活
力
の
な
い
年

と
な
り
ま
し
た
。
政
府
の
地
方
創
生
政
策
も
具

体
性
に
欠
け
、
今
後
ど
の
よ
う
な
形
で
そ
の
効

力
を
発
揮
す
る
か
未
知
数
で
あ
り
ま
す
。

　
本
村
の
昨
年
を
顧
み
ま
す
と
、
大
き
な
災
害

も
な
く
、
基
幹
産
業
で
あ
り
ま
す
農
業
も
昨
年

並
み
の
生
産
額
、
漁
業
に
お
い
て
は
、
さ
け
の

水
揚
高
の
増
加
と
ま
ず
ま
す
の
年
で
あ
っ
た
と

思
い
ま
す
。
し
か
し
、
人
口
減
に
歯
止
め
が
か

か
ら
ず
、
村
の
経
済
は
負
の
循
環
を
生
ん
で
お

り
、
今
後
若
者
の
定
住
を
図
り
人
口
減
に
歯
止

め
を
か
け
る
に
は
ど
う
し
た
ら
良
い
の
か
喫
緊

の
課
題
で
あ
り
ま
す
。

　
地
方
は
共
生
、
協
働
社
会
で
あ
り
ま
す
。
人

と
人
と
の
繋
が
り
の
深
さ
は
都
会
に
な
い
も
の

が
あ
り
ま
す
。
都
会
が
経
済
を
「
売
り
」
と
す

る
な
ら
地
方
は
絆
を
「
売
り
」
と
し
、
そ
れ
ぞ

れ
が
棲
み
分
け
を
し
発
展
し
て
い
く
何
か
が
欲

し
い
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
さ
て
、
今
年
は
統
一
地
方
選
挙
の
年
で
あ
り

ま
す
。
一
人
一
人
の
一
票
が
新
し
い
村
づ
く
り

に
大
切
な
も
の
と
な
り
ま
す
。
村
民
一
人
一
人

の
知
恵
と
力
を
結
集
し
、
村
が
発
展
し
て
い
く

こ
と
を
願
う
と
こ
ろ
で
す
。

　
議
会
も
政
策
を
討
論
す
る
場
と
し
て
更
に
発

展
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
れ
、
村
民
に
関
心
の

あ
る
も
の
と
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
の
で
尚
一
層
の
ご
指
導
、
ご
理
解

を
賜
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
新
し
い
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
幸
多
き
年

と
な
り
ま
す
事
を
願
い
、
本
年
も
相
変
わ
ら
ぬ

ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
新
年
の

ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。



吋

【１月 ～ Ｎｏ．５４１】　　　　　　　　 

４日　村成人式　

７日　村消防団・救難所出初め式

１１日　村内子どもかるた大会

【２月 ～ Ｎｏ．５４２】　　　　　　　　 

３日　保育所豆まき

１９日　老人クラブ交歓会

２３日　スノーフェスタ

【３月 ～ Ｎｏ．５４３】　　　　　　　　 

９日　豊岬小学校閉校式

◆村内各学校卒業証書授与式

　１２日 初中、１８日 豊小、１９日 初小

　２６日 ふじみへき地保育所 卒園式

【４月 ～ Ｎｏ．５４４】　　　　　　　　 

１日　村地域おこし協力隊任用式

４日　ふじみへき地保育所　入園式

７日　各学校入学式

【５月 ～ Ｎｏ．５４５】　　　　　　　　 

１０日　村消防団春季消防演習

２４日　花いっぱい運動花壇植栽

２８日　緑と魚と人を呼ぶ森づくり植樹祭

【６月 ～ Ｎｏ．５４６】　　　　　　　　 

１日　ふじみ保育所・小学校・中学校

　　　合同運動会

１６日　豊岬稲荷神社祭

１８日　村交通安全協会総会

◆ 平成２６年を振り返って ◆



右

【７月 ～ Ｎｏ．５４７】　　　　　　　　 

６日　初山別・風連別学園合同学園祭

８日　ホタル放流式

１２日　初山別稲荷神社例大祭

３１日　寿スポーツ

【８月 ～ Ｎｏ．５４８】　　　　　　　　 

２～３日　しょさんべつ岬まつり

２日　しょさんべつ星まつり

１５日　村戦没者追悼式

３０日　しょさんべつ農楽校

【９月 ～ Ｎｏ．５４９】　　　　　　　　 

５日　村内ソフトボール大会

１０日　村敬老会

１４日　有明獅子舞披露

２１日　バレエとギターのデュオコンサート

【１０月 ～ Ｎｏ．５５０】　　　　　　　　 

５日　初山別中学校学校祭

１０日　初山別プルネット車イス寄贈

１１日　初山別小学校学芸会

１９日　ふじみへき地保育所お遊戯会

【１１月 ～ Ｎｏ．５５１】　　　　　　　　 

３日　文化祭芸能発表

６日　納税功労表彰

１１～１４日　村小中学校生税の書道展

１６日　バドミントン大会

【１２月 ～ Ｎｏ．５５２】　　　　　　　　 

９日～１１日　町内対抗バレーボール大会

１０日　ふじみへき地保育所クリスマス会

１４日　衆議院議員総選挙

１９日　保育園児と高齢者のふれあい交流会



【概　要】

　一般会計及び特別会計を合わせた平成２５年度の決算額は、歳入総額が３６億３，１８９万７千円、歳出総額が３５億６，６４４万９

千円となりました。前年度との比較では、歳入で１億５，６０３万５千円（４．４９％）の増、歳出で１億７，９９６万５千円（５．３１％）

の増となっています。

平成 25 年度　決　算　の　状　況

宇

【特別会計】
　５つの特別会計を合わせた決算額は、歳入が１０億４，６３５万９千円、歳出が１０億３６５万２千円で、前年度と比較すると、
歳入が８，１３４万３千円（８．４３％）の増、歳出が９，３９６万５千円（１０．３３％）の増となっています。これは簡易水道事業の拡大に
伴う増加が主な要因であります。各特別会計の歳入歳出決算額は次ページのとおりです。

歳　 出
①諸支出金………………７８６，１７３，１３５円（３０．７０％）
②衛生費…………………３８４，５５６，７４１円（１５．００％）
③公債費…………………２７３，３０７，２００円（１０．７０％）
④農林水産業費…………２６４，３５２，３２５円（１０．３０％）
⑤民生費…………………２０５，２９６，０３８円（ ８．００％）
⑥土木費…………………１６２，７３４，０８２円（ ６．３０％）
⑦総務費…………………１３４，４７９，９００円（ ５．２０％）
⑧消防費…………………１２４，２４１，３２５円（ ４．８０％）
⑨教育費…………………１０１，１０３，４０１円（ ３．９０％）
⑩その他…………………１２６，５５２，０５９円（ ４．９０％）
※その他の内訳
　商工費………………… ８４，２９３，６２１円（ ３．３０％）
　議会費………………… ３２，４３６，０７３円（ １．３０％）
　労働費……………………９，８２２，３６５円（ ０．４０％）
　災害復旧費…………………………０円（ ０．００％）
　予備費………………………………０円（ ０．００％）

【一般会計・歳出】
　総額は２５億６，２７９万７千円（予算対比９８．８６％）で、前
年度決算額２４億７，６７９万７千円と比較すると８，６００万円
（３．４７％）の増です。支出の主なものは諸支出金、衛生
費、公債費、農林水産業費、民生費となっています。

総　 　 額

２５億６，２７９万７，０００円

①地方交付税…………１，７０６，６５５，０００円（６６．０１％）
②道支出金………………２２０，２１１，８３５円（ ８．５２％）
③村債……………………１８７，０００，０００円（ ７．２３％）
④村税……………………１１６，０７２，７６９円（ ４．４９％）
⑤諸収入……………………９７，９５２，７０７円（ ３．７９％）
⑥国庫支出金………………９２，１５１，０４９円（ ３．５６％）
⑦使用料及び手数料………４３，４９８，４４２円（ １．６８％）
⑧地方譲与税………………３８，３１５，０００円（ １．４８％）
⑨繰越金……………………３４，０４９，６３１円（ １．３２％）
⑩その他……………………４９，６３１，５０５円（ １．９２％）
※その他の内訳
　地方消費税交付金………１３，１３０，０００円（ ０．５１％）
　繰入金……………………１２，８０６，２４４円（ ０．５０％）
　財産収入…………………１２，２９８，８１２円（ ０．４８％）
　自動車取得税交付金……９，７９４，０００円（ ０．３８％）
　株式等譲渡所得割交付金…４２１，０００円（ ０．０２％）
　寄附金………………………３９６，４４９円（ ０．０２％）
　利子割交付金………………３４８，０００円（ ０．０１％）
　配当割交付金………………３０５，０００円（ ０．０１％）
　地方特例交付金……………１３２，０００円（ ０．０１％）
　交通安全対策特別交付金…………０円（ ０．００％）

【一般会計・歳入】
総額は２５億８，５５３万８千円（予算対比９９．７４％）で、前年度決算額２５億１，０８４万６千円と比較すると７，４６９万２千円
（２．９７％）の増です。収入の主なものは地方交付税、道支出金、村債、村税、諸収入、国庫支出金、使用料及び手数
料、地方譲与税、繰越金となっています。
【村税の状況】
決算額は１億１，６０７万３千円で、前年度決算額１億１，４４４万円との比較では１６３万３千円（１．４３％）の増です。
また、村民１人あたりの村税負担額は８万５，１５３円、１世帯あたりの負担額は１９万７７１円となります。この金額は、納
交付金を除く村税総額を平成２６年３月末日現在の住民基本台帳人口及び世帯数で割り算して算出したものです。

歳　 入

総　 　 額

２５億８，５５３万８，０００円

陰
隠

韻

吋

烏宇
羽迂雨

右

陰

隠
韻

吋

右

宇

烏
羽
迂 雨



烏

歳　 入 ０％ １００％１００％ 歳　 出

歳出合計 ： ２億７，３１９万９６９円
　①保険給付金…………１億８，２２８万４，１５１円
　②共同事業拠出金……… ４，０７２万９，７８９円
　③その他………………… ５，０１７万７，０２９円

歳出合計 ： １億３，０６９万７，５９３円
　①保険給付費…………１億１，４６５万４，３７３円
　②諸支出金………………… １５０万２，１８９円
　③その他………………… １，４５４万１，０３１円

歳出合計 ： ４億４，０２２万５，６６１円
　①簡易水道費……………３億４，０４９万７０５円
　②公債費………………… ９，９７２万９，１０４円
　③積立金……………………………５，８５２円

歳出合計 ： ２，０３８万３，３６６円
　①後期高齢者医療広域連合納付金
　　………………………… １，９１０万７，６８８円
　②総務費…………………… １２１万８，３３９円
　③諸支出金…………………… ５万７，３３９円

歳出合計　：　１億３，９１５万２，６６０円
　①公債費………………… ９，５７１万１，４１８円
　②下水道費……………… ４，３３５万１，９８８円
　③積立金……………………… ８万９，２５４円

歳入合計 ： ３億２９万３，４７５円
　①国庫支出金…………… ９，０５０万８，６８１円
　②共同事業交付金………… ５，８４３万９９４円
　③国民健康保険税……… ４，１７８万４，７６０円
　④前期高齢者交付金…… ２，６１６万４，３４１円
　⑤その他………………… ８，３４０万４，６９９円

歳入合計 ： １億４，１５９万７，６８９円
　①支払基金交付金……… ３，２９５万５，５１２円
　②国庫支出金…………… ３，２６２万４，８８７円
　③介護保険料…………… ２，０８６万６，２００円
　④その他………………… ５，５１５万１，０９０円

歳入合計 ： ２，０５３万５，８２７円
　①後期高齢者医療保険料 １，１４３万５，５００円
　②繰入金…………………… ８９９万２，０８８円
　③繰越金………………………１０万２，５３９円
　④諸収入……………………………５，７００円

歳入合計 ： １億３，９５５万４，２１５円
　①繰入金…………………… １億２，２６７万円
　②使用料及び手数料…… １，５２３万７，９２３円
　③道支出金……………………９８万７，０００円
　④その他………………………６５万９，２９２円

歳入合計 ： ４億４，４３７万８，０５５円
　①村債……………………… ２億１，７７０万円
　②繰入金………………… １億９６万５，０００円
　③使用料及び手数料…… ４，１９０万４，０４５円
　④その他………………… ８，３８０万９，０１０円
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村条例の規定により、本村各会計に係る平成２６年４月１日から９月３０日までの期間における財政運営状況について公表します。

【一般会計～総括～】
　平成２６年度上半期における一般会計予算は、当初予算１９億７，２５０万円に４，８８５万９千円が追加補正されて、２０億２，１３５万
９千円となっています。前年度の同じ時期と比べて、３，０４６万９千円（１．５３％）の増となっています。
　また、繰越明許費は１，６４９万円で前年度１億７，０８８万３千円と比べて１億５，４３９万３千円（９０．３５％）の減となっています。

羽

平成 26 年度　上半期の財政状況

①国民健康保険特別会計　　　　　３１７，３２４，０００円（４０．８８％）
②介護保険特別会計　　　　　　　１５０，９８９，０００円（１９．４６％）
③簡易水道事業特別会計　　　　　１５０，６７８，０００円（１９．４１％）
④農業集落排水事業特別会計　　　１３３，０８１，０００円（１７．１５％）
⑤後期高齢者医療保険特別会計　　 ２４，０８２，０００円（ ３．１０％）

歳入歳出合計　７億７，６１５万４千円

【特別会計～総括～】
　平成２６年度上半期末の特別会計予算は、当初予算７億９，１９０万円に△１，５７４万６千円が追加補正されて、７億７，６１５万４千円となっ
ています。前年度同期と比較すると、２億７，１７４万円（２５．９３％）の減となっています。各会計別の補正の状況は次のとおりです。

・国民健康保険特別会計　　　（＋３，６３２万４千円）

・介護保険特別会計　　　　　　（＋７７８万９千円）

・後期高齢者医療保険特別会計　　　（＋４８２万円）

・簡易水道事業特別会計　　　（－６，４４２万２千円）

・農業集落排水事業特別会計　　（＋４０８万１千円）

【歳　入】
　上半期末現在の収入済額は、１２億８，５６８万９千円で前年度
に対し１億２，６１６万９千円下回り、収入率は６３．６１％で、前
年度を７．３１ポイント下回っています。
　主な科目別の収入済額及び収入率をみると、村税６，９３８
万７千円で６２．６３％、地方譲与税１，０３５万３千円で２５．８３％、
地方交付税１０億８，９２１万６千円で８２．７９％、使用料及び手数
料２，２７９万６千円で５１．４４％、繰越金１，４４９万２千円で
１００．０１％、諸収入２，６２６万９千円で３１．８９％となっています。

①地方交付税…………１，３１５，６５９，０００円（６５．０９％）
②村債……………………１５５，８００，０００円（ ７．７１％）
③村税……………………１１０，７８４，０００円（ ５．４８％）
④国庫支出金……………１０１，０５０，０００円（ ５．００％）
⑤諸収入………………… ８２，３７６，０００円（ ４．０８％）
⑥繰入金………………… ６１，６９０，０００円（ ３．０５％）
⑦道支出金……………… ６０，３９２，０００円（ ２．９９％）
⑧使用料及び手数料…… ４４，３１７，０００円（ ２．１９％）
⑨地方譲与税…………… ４０，０８８，０００円（ １．９８％）
⑩その他………………… ４９，２０３，０００円（ ２．４３％）
※その他の内訳
　地方消費税交付金…… １７，６２９，０００円（ ０．８７％）
　繰越金………………… １４，４９１，０００円（ ０．７２％）
　財産収入…………………９，５５５，０００円（ ０．４７％）
　自動車取得税交付金……５，５０７，０００円（ ０．２７％）
　分担金及び負担金…………９２８，０００円（ ０．０５％）
　交通安全対策特別交付金…５２０，０００円（ ０．０３％）
　利子割交付金………………１９３，０００円（ ０．０１％）
　寄附金………………………１６２，０００円（ ０．０１％）
　配当割交付金………………１１９，０００円（ ０．００％）
　地方特例交付金…………… ７７，０００円（ ０．００％）
　株式等譲渡所得割交付金… ２２，０００円（ ０．００％）

【歳　出】
　上半期末現在の支出済額は、９億４，１０８万４千円で前年度
に対し３，０４６万９千円上回り、支出率は４６．５６％で、前年度を
０．９８ポイント上回っています。
　主な科目別の支出済額及び支出率をみると、総務費４，６０５
万８千円で３１．１３％、民生費１億２，９４０万９千円で４８．６８％、
衛生費２億２，５７５万８千円で５５．４１％、商工費６，８８９万５千円
で７８．８９％、消防費８，５３５万９千円で４４．１３％、教育費４，３６２万
１千円で３７．６２％、公債費１億６８０万１千円で４７．０６％、諸支
出金１億６，２８４万４千円で４７．３７％となっています。

①衛生費……………… ４０７，４０８，０００円（２０．１６％）
②諸支出金…………… ３４３，７５７，０００円（１７．０１％）
③民生費……………… ２６５，８１４，０００円（１３．２５％）
④公債費……………… ２２６，９６５，０００円（１１．２３％）
⑤消防費……………… １９３，４２０，０００円（ ９．５７％）
⑥総務費……………… １４７，９６０，０００円（ ７．３２％）
⑦土木費……………… １２９，７９４，０００円（ ６．４２％）
⑧教育費……………… １１５，９５８，０００円（ ５．７３％）
⑨商工費…………………８７，３３３，０００円（ ４．３２％）
⑩その他……………… １０２，９５０，０００円（ ５．０９％）
※その他の内訳
　農林水産費……………６０，７７８，０００円（ ３．００％）
　議会費…………………２９，６７２，０００円（ １．４７％）
　労働費………………… ５，８９９，０００円（ ０．２９％）
　予備費………………… ５，０００，０００円（ ０．２５％）
　災害復旧費…………… １，６０１，０００円（ ０．０８％）

歳入歳出合計　２０億２，１３５万９千円
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迂

支出割合支出済額予算現額区　　　分

４４．４９１４１，１９３３１７，３２４１国民健康保険特別会計

３９．４０５９，４８５１５０，９８９２介護保険特別会計

２２．９４５，５２５２４，０８２３後期高齢者医療保険特別会計

４７．４０７１，４２５１５０，６７８４簡易水道事業特別会計

４５．４７６０，５１６１３３，０８１５農業集落排水事業特別会計

４３．５７３３８，１４４７７６，１５４６歳出合計

特別会計　科目別の状況
（上：収入の状況　下：支出の状況）

収入割合収入済額予算現額区　　　分

５４．０１１７１，３９７３１７，３２４１国民健康保険特別会計

４５．４２６８，５７２１５０，９８９２介護保険特別会計

３１．９０７，６８２２４，０８２３後期高齢者医療保険特別会計

６７．８５１０２，２４２１５０，６７８４簡易水道事業特別会計

４６．７４６２，２０６１３３，０８１５農業集落排水事業特別会計

５３．１０４１２，０９９７７６，１５４６歳入合計

支出割合支出済額予算現額区　　　分

５４．６８１６，２２６２９，６７２１議会費

３１．１３４６，０５８１４７，９６０２総務費

４８．６８１２９，４０９２６５，８１４３民生費

５５．４１２２５，７５８４０７，４０８４衛生費

５９．６０３，５１６５，８９９５労働費

２６．８７１６，３３４６０，７７８６農林水産業費

７８．８９６８，８９５８７，３３３７商工費

２７．９４３６，２６３１２９，７９４８土木費

４４．１３８５，３５９１９３，４２０９消防費

３７．６２４３，６２１１１５，９５８１０教育費

０．０００１，６０１１１災害復旧費

４７．０６１０６，８０１２２６，９６５１２公債費

４７．３７１６２，８４４３４３，７５７１３諸支出金

０．０００５，０００１４予備費

４６．５６９４１，０８４２，０２１，３５９１５歳出合計

一般会計　科目別の状況
（上：収入の状況　下：支出の状況）

収入割合収入済額予算現額区　　　分

６２．６３６９，３８７１１０，７８４１村税

２５．８３１０，３５３４０，０８８２地方譲与税

６８．３９１３２１９３３利子割交付金

５７．９８６９１１９４配当割交付金

０．０００２２５株式等譲渡所得割交付金

５０．００８，８１５１７，６２９６地方消費税交付金

２７．１１１，４９３５，５０７７自動車取得税交付金

１００．００７７７７８地方特例交付金

８２．７９１，０８９，２１６１，３１５，６５９９地方交付税

０．０００５２０１０交通安全対策特別交付金

２４．２５２２５９２８１１分担金及び負担金

５１．４４２２，７９６４４，３１７１２使用料及び手数料

２５．５３２５，８００１０１，０５０１３国庫支出金

１７．９３１０，８３１６０，３９２１４道支出金

５７．８１５，５２４９，５５５１５財産収入

１２９．６３２１０１６２１６寄附金

０．０００６１，６９０１７繰入金

１００．０１１４，４９２１４，４９１１８繰越金

３１．８９２６，２６９８２，３７６１９諸収入

０．０００１５５，８００２０村債

６３．６１１，２８５，６８９２，０２１，３５９２１歳入合計



雨

　羽幌町外２町村衛生施

設組合では条例に基づい

て、予算の執行状況等を

お知らせしています。

　これは、組合の財政を

知っていただき、組合運

営へのご理解とご協力を

お願いするものです。

羽幌町外２町村衛生施設組合　財 政 状 況

■平成２６年度上半期（Ｈ２６．４．１～Ｈ２６．９．３０）

一般会計　歳出 （単位：千円）

執行率（％）支出済額構成比（％）予算現額科　　目
３２．１１２２０．１３８０議 会 費
４９．０２２，４０１８．５４５，７５１総 務 費
４５．８１１６，６１０４７．５２５４，７１０衛 生 費
５０．０１１２，４５４４２．０２２４，８４７公 債 費
０．００１．９１０，０００予 備 費
４７．０２５１，５８７１００．０５３５，６８８合　　計

一般会計　歳入 （単位：千円）

執行率（％）収入済額構成比（％）予算現額科　　目
５０．４２５４，６００９４．３５０４，９８４分担金及び負担金
（２９．６）（７５，３０６）（２９．５）（１４９，１５２）（苫　前　町）
（５３．７）（１３６，６９０）（５３．７）（２７１，０３４）（羽　幌　町）
（１６．７）（４２，６０４）（１６．８）（８４，７９８）（初 山 別 村）
７３．６１４，４２６３．７１９，５９４使用料及び手数料
７３．７８，１０６２．０１１，０００財 産 収 入

２１，６５３．０２１，６５３０．０１００繰 越 金
４，４８０．０４４８０．０１０諸 収 入
５５．９２９９，２３３１００．０５３５，６８８合　　計

組合の借金（組合債）
現残高（千円）区　　分

６６８，４５２ご み 処 理 施 設
１４７，９６９火 葬 場 施 設
８１６，４２１合　　計

一般会計　歳出 （単位：千円）

対 前 年 度平成２５年度
科　　目

率（％）増減額構成比（％）決算額
△１８．８△４９０．１２１２議 会 費
７．８４，１３４１１．０５６，８５８総 務 費

△３４．４△１２２，５７３４５．３２３３，８２３衛 生 費
△７．４△１７，８８３４３．６２２５，００２公 債 費
０．０００．００予 備 費

△２０．９△１３６，３７１１００．０５１５，８９５合　　計

■平成２５年度羽幌町外２町村衛生施設組合一般会計歳入歳出決算

一般会計　歳入 （単位：千円）

対 前 年 度平成２５年度
科　　目

率（％）増減額構成比（％）決算額
△０．９△４，０６８８７．５４７０，２２０分担金及び負担金
（△０．９）（△１，３１２）（２９．５）（１３８，６２０）（苫　前　町）
（△０．７）（△１，８８１）（５３．７）（２５２，７２２）（羽　幌　町）
（△１．１）（△８７５）（１６．８）（７８，８７８）（初 山 別 村）
６．９１，７４７５．０２６，８９９使用料及び手数料
０．７１０７２．８１５，２９５財 産 収 入
△６．６△１，４５９３．９２０，６８３繰 越 金
△２３．０△１，３２８０．８４，４５１諸 収 入
△１００．０△６７，７００－０道 支 出 金
△１００．０△６２，７００－０組 合 債
△２０．１△１３５，４０１１００．０５３７，５４８合　　計

　平成２５年度の決算が監査

委員の審査を経て、組合議

会１１月定例会で認定されま

した。

　歳入総額は５３７，５４８千円、

歳出総額は５１５，８９５千円で、

差し引き２１，６５３千円の決算

となっております。



 
月
の
「
ほ
し
っ
こ
く
ら
ぶ
」
は
、

★
じ
ゆ
う
あ
そ
び

　
　
 ★
よ
み
き
か
せ
（
ク
リ
ス
マ
ス
会
）

　
　
　
で
し
た
。（
　
月
　
日
）

１２

１０

内
対
抗
行
事
の
『
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
』

に
８
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し
た
。
優
勝
は
、

ふ
じ
み
Ｂ
チ
ー
ム
で
し
た
。（
　
月
９
～
　
日
）

１２

１１

１２ 月のこ んなこ とあんなこ と

育
所
園
児
た
ち
の
待
ち
に
待
っ
た
ク
リ
ス
マ

ス
会
が
、
ふ
じ
み
保
育
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
持
っ
て
き

て
く
れ
た
サ
ン
タ
さ
ん
の
登
場
に
、
子
ど
も
た
ち
は

大
喜
び
で
し
た
。一
人
一
人
名
前
を
呼
ば
れ
る
と

嬉
し
そ
う
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
受
け
取
っ
て
い
ま
し
た
。

サ
ン
タ
さ
ん
へ
の
質
問
、
記
念
撮
影
を
す
る
な
ど
、

短
い
時
間
で
し
た
が
サ
ン
タ
さ
ん
と
の
時
間
を
楽
し

ん
だ
園
児
た
ち
で
し
た
。（
　
月
　
日
）

１２

１０

保

後
の
私
た
ち

の
生
活
と
、

国
の
将
来
を
決
め

る
う
え
で
重
要
な

衆
議
院
議
員
総
選

挙
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
当
日
は
、
午
前

７
時
か
ら
村
内
５

カ
所
で
投
票
が
行
わ
れ
、
初
山
別
村
の
投

票
率
は
　
坩　
％
と
前
回
を
３
坩　
％
下
回

７６

６４

７７

る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　
写
真
は
、
当
日
午
後
８
時
か
ら
行
わ
れ

た
開
票
作
業
の
様
子
で
す
。（
　
月
　
日
）

１２

１４

今

●１２月のできごと ●

で　き　ご　と日（曜）

特設人権心配ごと相談
入札

４昭

健診結果説明会５晶

村長旗争奪町内対抗バレーボール
大会 ～１１日

９昇

ほしっこくらぶ
ふじみへき地保育所クリスマス会

１０昌

村議会定例会１６昇

村農業委員会総会
保育園児と老人クラブとのふれあい
交流会

１９晶

風連別・初山別学園クリスマス会２３昇

役場仕事納め３０昇

大晦日３１昌

卯

ふ
じ
み
へ
き
地
保
育
所

　
　
　
　
《
ク
リ
ス
マ
ス
会
》

第
　
回
 
衆
議
院
議
員
総
選
挙

４７

町 第
　
回
村
長
旗
争
奪

２９
《
町
内
対
抗
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
》

今 ☆
ほ
し
っ
こ
く
ら
ぶ
「
　
月
号
」

１２



鵜

だんだん朝が寒くなってきて、布団の中

が暖かくて起きることができない。起き

るとすぐに、ストーブの前に行きそのま

まウトウトしてしまってまた寝てしまう。

有明に住むようになってから朝は、理由

はないけど少しだけ外に出ている。初山

別村に来て８か月が経ち、朝はいつでも

今は雪がお出迎えしてくれる。なぜか朝

も夜も静かに時間だけが早く過ぎていく。

何もしないってことだけが嫌なので、家

の中でできること、車に乗ってどこかに

初山別村克雪管理センター内
電話・F AX ６７－ ２７１７
ｓｓｂ． ｏｋｏｓｈｉ＠ｇｍａｉｌ． ｃｏｍ

ｆａｃｅｂｏｏｋページ
ｈｔｔｐｓ：//ｗｗｗ． ｆａｃｅｂｏｏｋ．
ｃｏｍ/ｓｈｏｓａｎｂｅｔｓｕ．ｏｋｏｓｈｉ

　１１月、農家の若手女性の集まりであるフレミズ会にてピザづくりを行いました。身近な食材で楽

しく作ることをテーマに、メニューはじゃがいもとベーコン、きのこのピザの２種類。本格的に生

地づくりからのスタートです。最初はべとつきのある生地に皆さん苦戦していましたが、こね続け

るとしっとりまとまってきます。焼きたてピザはジューシーでとてもおいしい！何より和気あいあ

いと作る楽しさと自分たちの手でつくる安心感があります。

　１２月は保育所に手作りおやつを提供しました。先生からの要望もありましたが、添加物入りの市

販のおやつではなく、自然の味をかみしめてほしいとの思いからです。ただ、子どもが食べやすい

ものをということで、初回は柔らかくちぎりやすいバターケーキを作りました。パンとケーキの中

間のようなもっちりとした食感。お子さんたちからは、ありがとう！おいしい！という声と笑顔を

もらい嬉しい限りです。今後も衛生と栄養の勉強も続け、次回以降は、おからやニンジンなど栄養

価の高い食材も使ってみたいと思います。

　自分たちの口に直接入るもの、せっかくならおいしいものを皆で囲み笑顔でいただきたい。そし

て、身体にはもちろん心にも優しい、そんな手作りの温かさを感じた冬の始まりです。【外崎】

 初めて！ 

・熊肉を食べる

・ポテトサラダを作る（評判？）

・ラジオでしゃべる 櫛櫛櫛櫛櫛

・サングラス姿でテレビに映る

・流れ星に切実な願いを込める

 久しぶり！ 

・野球、バレーボール → 高校以来

・演劇への出演 → 高校以来

・麻雀 → 社会人１年目以来

初山別に来て初めて／
　　　　　　久しぶりの体験！２０１４

ある日の

初山別
生　活

行くことをしています。

　これからますます冬の厳しい生活が始まる。冬を乗り越えればすぐ春が

やってくる。今後も初山別の生活を楽しもうかな。【髙谷】

【安田】

村にぴったりのエンタメ情報

をお伝えするムラタメです。まもなく２０１５

年。みなさん、「北海道民のオキテ」（さと

うまさ＆もえ原作）という漫画を読みまし

た。留萌市出身のお嫁さんとの驚きの

（？）夫婦生活が描かれています。その中

で、「おせちは大晦日に食べる」という話

が！おせちは元日の朝に明けるんじゃな

いの？とびっくりでした。聞けば、大晦日

の夜におせちを明け、新年はおせちの余

りものを食べるそうですね。元 年々迎え料

理は年越しそばではなく、おせちだった

ようですし、元日の朝から慌ただしく料

理を用意しなくて済むので、合理的です

ね。皆様どうぞよいお年を。【坂本】



窺

健
診
結
果
を
活
か
す
生
活

習
慣
改
善
に
つ
い
て

　
　
月
に
実
施
さ
れ
た
村
の
特
定
健

１１
診
結
果
が
出
ま
し
た
が
受
診
さ
れ
た

皆
さ
ん
、
結
果
は
ど
う
で
し
た
か
？

思
っ
た
よ
り
良
か
っ
た
、
一
年
間
頑

張
っ
た
の
に
結
果
は
悪
か
っ
た
等
い
ろ

い
ろ
か
と
思
い
ま
す
。

●
健
診
を
受
け
た
ま
ま
に
せ
ず
、
そ

の
後
の
生
活
に
活
か
し
ま
し
ょ
う

　
自
覚
症
状
が
無
く
て
も
異
常
値
が

で
た
ら
必
ず
再
検
査
を
し
て
医
師
の

指
示
に
従
い
ま
し
ょ
う
。数
値
に
問

題
な
い
方
も
正
常
値
だ
か
ら
と
言
っ

て
安
心
せ
ず
に
、
以
前
の
自
分
の
健

診
結
果
と
比
較
し
て
異
常
値
に
近
づ

い
て
い
る
項
目
が
な
い
か
チ
ェ
ッ
ク
し

ま
し
ょ
う
。早
い
段
階
で
あ
れ
ば
、
生

活
習
慣
を
改
善
す
る
こ
と
で
症
状
を

回
復
で
き
る
病
気
も
数
多
く
あ
り
ま

す
。健
診
を
受
け
た
ま
ま
に
せ
ず
今

後
の
生
活
に
活
か
す
こ
と
が
大
切
で

す
。

●
太
っ
て
い
な
く
て
も
生
活
習
慣
の

改
善
は
必
要
～
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン

ド
ロ
ー
ム
で
な
く
て
も
、
血
圧
が
高

い
、
血
糖
値
が
高
い
と
い
っ
た
状
態

は
、
動
脈
硬
化
か
ら
脳
梗
塞
な
ど
に

至
る
リ
ス
ク
を
高
め
る
こ
と
が
わ

か
っ
て
い
ま
す
。検
査
項
目
に
異
常
の

あ
っ
た
方
は
、
生
活
習
慣
な
ど
の
改

善
が
必
要
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。ま

ず
は
、
健
診
数
値
が
あ
ら
わ
す
自
分

自
身
の
状
態
を
理
解
し
て
、
特
定
健

診
を
生
活
習
慣
改
善
の
き
っ
か
け
と

し
ま
し
ょ
う
。

●
肥
満
・
高
血
圧
・
高
脂
血
症
を
予

防
・
改
善
す
る
た
め
に

焔
軽
め
の
有
酸
素
運
動
が
お
す
す

め
～
一
日
　
分
程
度
の
軽
め
の
運
動

３０

を
、
週
３
日
ほ
ど
の
無
理
の
な
い

ペ
ー
ス
で
継
続
し
て
い
く
こ
と
が
大

切
で
す
。具
体
的
に
は
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
・
ラ
ジ
オ
体
操
・
サ
イ
ク
リ
ン
グ
・

水
中
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
す
。

焔
ダ
イ
エ
ッ
ト
を
続
け
る
た
め
の
考

え
方
～
ダ
イ
エ
ッ
ト
を
実
行
す
る
た

め
に
は
、
や
る
気
を
維
持
す
る
こ
と

が
な
に
よ
り
重
要
で
す
。
す
ぐ
に
思

う
よ
う
な
結
果
が
出
な
く
て
も
少
し

ず
つ
地
道
に
続
け
て
い
く
こ
と
が
大

切
で
す
。

①
お
腹
が
す
い
た
と
き
の
気
分
転
換

の
方
法
～
歯
磨
き
を
す
る
・
シ
ュ

ガ
ー
レ
ス
ガ
ム
を
噛
む
。・
カ
ロ
リ
ー

の
な
い
飲
み
物
を
飲
む
。

②
ダ
イ
エ
ッ
ト
を
続
け
る
コ
ツ
～
毎

日
体
重
計
に
の
る
。・
体
重
の
変
化
を

記
録
す
る
。・
目
標
を
持
つ
。・
目
標
達

成
し
た
と
き
の
ご
褒
美
を
考
え
る
。

ダ
イ
エ
ッ
ト
し
て
い
る
こ
と
を
周
囲

に
宣
言
す
る
。・
禁
止
し
た
食
べ
物
も

月
１
回
な
ど
解
禁
日
を
設
け
る
。

焔
食
べ
方
を
工
夫
す
る
～
①
食
事
は

ま
ず
野
菜
・
海
藻
か
ら
食
べ
る
食
物

繊
維
を
多
く
含
む
野
菜
や
キ
ノ
コ
類
、

海
藻
類
を
ご
飯
よ
り
先
に
食
べ
る
と

糖
の
吸
収
が
緩
や
か
に
な
り
、
血
糖

の
急
激
な
上
昇
を
抑
え
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。②
よ
く
噛
ん
で
食
べ
る
一

口
　
回
か
む
つ
も
り
で
ゆ
っ
く
り
食

３０
べ
ま
し
ょ
う
。
ゆ
っ
く
り
食
べ
る
こ
と

で
、
満
腹
感
が
得
や
す
く
な
り
ま
す
。

●
規
則
正
し
い
生
活
を
し
ま
し
ょ
う

～
毎
日
の
生
活
リ
ズ
ム
が
整
う
と
、

食
生
活
の
改
善
や
運
動
も
し
や
す
く

な
り
ま
す
。
す
ぐ
に
は
変
わ
ら
な
く

て
も
、
毎
日
少
し
ず
つ
で
も
理
想
に

近
づ
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。①
起
床
・

就
寝
時
間
を
決
め
る
②
食
事
の
時
間

を
決
め
る
③
運
動
の
時
間
、
リ
ラ
ッ

ク
ス
で
き
る
時
間
を
加
え
る
。

　
食
事
の
時
間
が
決
ま
る
と
、
間

食
・
夜
食
を
と
る
こ
と
が
な
く
な
り
、

食
べ
過
ぎ
の
防
止
に
つ
な
が
り
ま
す
。

運
動
に
ま
と
ま
っ
た
時
間
が
と
れ
な

い
場
合
は
、
何
回
か
に
分
け
て
も
か

ま
い
ま
せ
ん
。「
通
勤
時
に
歩
く
」「
店

ま
で
歩
い
て
買
い
物
に
行
く
」
な
ど
、

生
活
の
一
部
を
置
き
換
え
る
の
も
良

い
方
法
で
す
。

（
保
健
師
　
本
間
）

こ
ん
に
ち
は

保
健
師
で
す
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新
成
人
の
み
な
さ
ん
、
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
国
民
年
金
は
、
年
を
と
っ
た
と
き

や
い
ざ
と
い
う
と
き
の
生
活
を
、
現

役
世
代
の
み
ん
な
で
支
え
よ
う
と
い

う
考
え
で
作
ら
れ
た
仕
組
み
で
す
。

　
具
体
的
に
は
、
若
い
と
き
に
公
的

年
金
に
加
入
し
保
険
料
を
納
め
続
け

る
こ
と
で
、
年
を
と
っ
た
と
き
や
、
病

気
や
け
が
で
障
害
が
残
っ
た
と
き
、

家
族
の
働
き
手
が
亡
く
な
っ
た
と
き

に
、
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き

る
制
度
で
す
。　

◆
国
民
年
金
の
ポ
イ
ン
ト

◎
将
来
の
大
き
な
支
え
に
な
り
ま
す

　
国
民
年
金
は
　
歳
か
ら
　
歳
ま
で

２０

６０

の
人
が
加
入
し
、
保
険
料
を
納
め
る

制
度
で
す
。

　
国
が
責
任
を
持
っ
て
運
営
す
る
た

め
、
安
定
し
て
い
ま
す
し
、
年
金
の
給

付
は
生
涯
に
わ
た
っ
て
保
障
さ
れ
ま

す
。　
歳
を
迎
え
る
と
、
様
々
な
権
利

２０

と
と
も
に
義
務
も
生
ま
れ
ま
す
。

◎
老
後
の
た
め
だ
け
の
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　
国
民
年
金
に
は
、
年
を
と
っ
た
と

き
の
老
齢
年
金
の
ほ
か
障
害
年
金
や

遺
族
年
金
も
あ
り
ま
す
。

　
障
害
年
金
は
、
病
気
や
事
故
で
障

害
が
残
っ
た
と
き
に
受
け
取
れ
ま
す
。

又
遺
族
年
金
は
、
加
入
者
が
死
亡
し

た
場
合
、
そ
の
加
入
者
に
よ
り
生
計

を
維
持
さ
れ
て
い
た
遺
族
（「
子
の
あ

る
配
偶
者
」
や
「
子
」）
が
受
け
取
れ
ま

す
。

◆「
学
生
納
付
特
例
制
度
」と

　
　
　「
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
」

★「
学
生
納
付
特
例
制
度
」

　
学
生
の
方
は
一
般
的
に
所
得
が
少

な
い
た
め
、
ご
本
人
の
所
得
が
一
定

額
以
下
の
場
合
は
、
国
民
年
金
保
険

料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
制
度
で
す
。

  対
象
と
な
る
学
生
は
、
学
校
教
育

法
に
規
定
す
る
大
学
（
大
学
院
）、
短

期
大
学
、
高
等
学
校
、
高
等
専
門
学

校
、
専
修
学
校
及
び
各
種
学
校
（
修

業
年
限
１
年
以
上
で
あ
る
課
程
）、

一
部
の
海
外
大
学
の
日
本
分
校
に
在

学
す
る
方
で
す
。

★「
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
」

　
学
生
で
な
い
　
歳
未
満
の
方
で
、

３０

ご
本
人
及
び
配
偶
者
の
所
得
が
一
定

額
以
下
の
場
合
に
、
国
民
年
金
保
険

料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
制
度
で
す
。

　
国
民
年
金
の
ご
相
談
・
手
続
き
に
つ

い
て
は
留
萌
年
金
事
務
所
ま
た
は
役

場
住
民
課
健
康
福
祉
係
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
願
い
ま
す
。

（
住
民
課
健
康
福
祉
係
）

　
１
１
０
番
は
、
緊
急
の
事
件
・
事

故
な
ど
を
、
い
ち
早
く
警
察
へ
通
報

す
る
た
め
の
緊
急
電
話
で
す
。

　
１
１
０
番
に
出
た
警
官
が
、
事

件
・
事
故
の
内
容
に
つ
い
て
必
要
な
こ

と
を
質
問
し
ま
す
の
で
、
慌
て
ず
に

落
ち
着
い
て
答
え
て
く
だ
さ
い
。

　
警
察
官
が
早
く
現
場
に
到
着
で
き

る
よ
う
、
そ
の
場
所
の
住
所
や
付
近

の
目
標
と
な
る
建
物
な
ど
を
聞
き
ま

す
の
で
正
し
く
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

　
携
帯
電
話
で
１
１
０
番
を
す
る
場

合
、
車
で
移
動
し
な
が
ら
の
通
報
や

歩
き
な
が
ら
の
通
報
は
、
通
話
が
途

切
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
控
え

て
く
だ
さ
い
。ま
た
、
車
を
運
転
し
な

が
ら
の
通
報
は
法
令
違
反
と
な
り
ま

す
の
で
、
車
を
安
全
な
場
所
に
停
止

し
て
通
報
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
メ
ー
ル
１
１
０
番
は
、
耳
や
言
葉

の
不
自
由
な
方
が
携
帯
電
話
の
Ｅ

メ
ー
ル
機
能
を
利
用
し
て
緊
急
通
報

を
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。通
報
を
す
る

と
き
に
は
、「
事
件
・
事
故
の
内
容
」の

ほ
か
、「
そ
の
場
所
の
住
所
や
目
標
と

な
る
建
物
」「
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
」
を

正
し
く
入
力
し
て
く
だ
さ
い
。

　
遺
失
物
・
拾
得
物
の
届
出
、
諸
願

手
続
に
関
す
る
照
会
な
ど
は
、
最
寄

り
の
警
察
署
又
は
交
番
・
駐
在
所
の

電
話
を
、
相
談
や
警
察
業
務
に
関
す

る
意
見
・
要
望
は
短
縮
ダ
イ
ヤ
ル「
♯

９
１
１
０
」
警
察
相
談
専
用
電
話
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
ダ
イ
ヤ
ル
回
線
電
話
、
Ｉ
Ｐ
電
話

等
で
短
縮
ダ
イ
ヤ
ル
が
利
用
で
き
な

い
場
合
は
、
次
の
最
寄
り
の
番
号
に

お
か
け
く
だ
さ
い
。

　
北
海
道
本
部

　
　
０
１
１
倆
２
４
１
倆
９
１
１
０

　
函
館
方
面
本
部

　
　
０
１
３
８
倆
５
１
倆
９
１
１
０

　
旭
川
方
面
本
部

　
　
０
１
６
６
倆
３
４
倆
９
１
１
０

お
知
ら

お
知
ら
せせ

　
歳
に
な
っ
た
ら
『
国
民
年
金
』

２０

警
察
の
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
♯
 ９
 １
 １
 ０



　
釧
路
方
面
本
部

　
　
０
１
５
４
倆
２
３
倆
９
１
１
０

　
北
見
方
面
本
部

　
　
０
１
５
７
倆
２
４
倆
９
１
１
０

（
羽
幌
警
察
署
）

　
本
年
４
月
の
消
費
税
率
引
き
上
げ

（
５
％
→
８
％
）
に
伴
い
、
住
宅
取
得

の
負
担
を
緩
和
す
る
た
め
、
取
得
者

に
最
大
　
万
円
の
現
金
を
給
付
す
る

３０

支
援
措
置
「
す
ま
い
給
付
金
」
が
、
国

土
交
通
省
に
よ
り
実
施
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
詳
し
く
は
、
す
ま
い
給
付
金
事
務

局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
す
ま
い
給
付
金
事
務
局

電
話
：
０
５
７
０
倆
０
６
４
倆
１
８

６（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
・
通
話
料
が
か

か
り
ま
す
。）

※
Ｐ
Ｈ
Ｓ
や
一
部
Ｉ
Ｐ
電
話
か
ら
は

０
４
５
倆
３
３
０
倆
１
９
０
４

受
付
時
間
：
９
：
　
～
　
：
　

００

１７

００

（
土
日
含
む
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：

　h
ttp
://su

m
a

 
   
     
 
 i

 

-

 ky
u
fu
.jp
/

 
 
 
  
   
 

住
宅
取
得
支
援
措
置

「
す
ま
い
給
付
金
」に
つ
い
て

碓

１．内科の予約の無い患者さまは９時３０分からの診察となります。

２．コンタクトレンズの処方は行っていませんのでご了承ください。

　平日は、北海道立消費生活センター、土日
祝日は、国民生活センターにつながります。
　役場では、経済課水産商工係が窓口です。

消費生活に関する相談は
消費者ホットラインへ
0570－064－370

一人で悩まず、まずは相談して下さい。

お
 知
 
ら
 せ

★夜間・土日・祝日診療は緊急性のある重篤な患者さまに
限らせていただきます。
★緊急性のない軽症の患者様は、夜間・土日・祝日の受診は
控えていただき、平日診療時間内に受診されますようご
協力願います。（なお、病状などでご心配なことや、受診を
希望される場合は、看護師がご相談を承りますので電話
でご相談ください。ご相談の内容によっては医師と相談し
受診の必要性を判断させて頂きます。）　
　電話 ０１６４－６２－６０６０

◎上記診療予定は変更となることもありますことをご了承ください。

北海道立羽幌病院か ら のお知 ら せ 【平成２７年２月分 外来診療体制】

受付時間等応 援 医 師
金木水火月

診　療　科
午後午前午後午前午後午前午後午前午後午前

８：００～１１：００
１３：３０～１５：００

○○－○－○－○○○内 科

８：００～１１：００留萌市立 高橋副院長第４水曜日（２５日）午前中のみ　完全予約制循環器内科

８：００～１１：００重原医師予約○－－－－－－－－呼吸器内科

８：００～１１：００
（電話予約できます）
（診察は１０：００から）

（担当　佐 尾々医長）－－－○－－－－－－消化器内科

（診察は１４：００から）重原医師予約－－－－－－－－－禁　煙　外　来

８：００～１１：００札幌医大－○－○－○－○－○外 科

８：００～１１：００－○－○－○－○－○整 形 外 科

①渡部整形外科 渡部院長
②留萌市立病院より

①第２・４火曜日（１０日・２４日）午前・午後
②月２回木曜日（５日・１９日）午前

整形専門外来
（完全予約制）

８：００～１１：００
１３：００～１５：００

旭川医大 井上講師
第３・４月曜日　午前・午後
（１６日・２３日）

－○－○－○－○○○小 児 科

８：００～１１：００
１３：３０～１５：００

金野医師－－－－－－○○－－婦 人 科

（電話にて申込み）（当院助産師）－－－－－－予約予約－－ミルキー外来

８：００～１１：００旭川医大より－－－－－－－○－－眼 科

８：００～１１：００札幌医大より－－－－－－－－－○皮 膚 科

８：００～１１：００札幌医大より第１・３水曜日（４日・１８日）午前中のみ耳 鼻 咽 喉 科

８：００～１０：３０札幌医大より第１・３木曜日（５日・１９日）午前中のみ泌 尿 器 科

札幌医大 小林講師月１回（紹介患者のみ）精 神 科



　初山別村民憲章　　１　きまりを守り、力を合わせ心にうるおいのある村にしましょう。

煙この広報誌は再生紙を使用しています。

● 今月の主な行事予定 ●
（１／４～２／１０）

行　　　　　事　　　　　等日月

成人式４掌

１

月

５捷

役場仕事始め
一般ごみ収集日（有明・栄・豊岬・明里・共成地区）

６昇

消防団・救難所出初め式７昌

予防接種８昭

広報配布（お知らせ版）９晶

１０松

１１掌

成人の日
一般ごみ収集日（初山別・千代田地区）

１２捷

１３昇

ほしっこくらぶ１４昌

１５昭

１６晶

１７松

１８掌

１９捷

一般ごみ収集日（有明・栄・豊岬・明里・共成地区）２０昇

２１昌

予防接種２２昭

破砕・危険ごみ収集日（有明・栄・豊岬・明里・共成地区）２３晶

２４松

２５掌

一般ごみ収集日（初山別・千代田地区）
乳幼児健診

２６捷

２７昇

育児会場開放日２８昌

２９昭

３０晶

３１松

１掌

２

月

２捷

一般ごみ収集日（有明・栄・豊岬・明里・共成地区）３昇

４昌

予防接種５昭

６晶

７松

８掌

一般ごみ収集日（初山別・千代田地区）９捷

１０昇
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１
 平
成
二
十
七
年
一
月
十
日
発
行

 ２０１５
№
５５３

臼

年末年始の休業日

　役場の年末年始休業は、期間が６日間と

長期になりますが、各種証明書の発行等の

ご用件は、警備員が対応し内容により担当

職員が登庁して対応いたしますので、ご理

解ご協力のほど、よろしくお願いいたします。

　また新年のごみ収集は、１月５日（生ゴ

ミ・廃食用油：初山別・千代田地区）からとな

ります。

　なお、村内の主な事業所等の休業期間は

次のとおりです。

◇オロロン農協と給油所は、広報発行後に決
定となりますので、個別に確認してください。

ご理解とご協力をお願いします

救救 急急 出動する消防車両は、
道路交通法に則り緊急走行時
サイレンを吹鳴しています。

  消防初山別支署からのお知らせ ！  

平成２５年４月１日から

煙初山別村役場 …………… １２／３１～１／５
煙高齢者福祉センター …… １２／３１～１／５
煙北るもい漁協 ……… １２／２９午後～１／５
煙医科診療所 ……………… １２／２８～１／５
煙歯科診療所 ………… １２／２９午後～１／５
煙留萌信金 …… １２／３１～１／５（Ａ ＴＭを含）
煙郵便局 …………………… １２／３１～１／４

（初山別局ＡＴＭについては無休）

各学校の冬休み

煙初山別中学校  ………… １２／２５～１／１８
煙初山別小学校  ………… １２／２５～１／１８

気象台ひと口メモ
～「冬の気圧配置気象情報」～

　冬になると、「西高東低」と呼ばれる冬型
の気圧配置が多く現れるようになります。
日本の西方にあたる大陸に高気圧があり、
東の海上に低気圧があり、日本付近では等
圧線の間隔が混んだ気圧配置です。一般的
に冬型の気圧配置では、大陸からの北寄り
の乾いた季節風が暖かい日本海を吹き渡る
間に多量の水分（水蒸気）が補給され、大
気の状態が不安定となり雲が発生します。
この雲が日本海側を中心に雪を多く降らせ
るのです。
　旭川地方気象台では、降雪による交通機
関等への影響の度合いを考慮し、大雪警報
や注意報を発表して警戒や注意を呼びかけ
ています。

旭川地方気象台ホームページアドレス
　http://www.jma-net.go.jp/asahikawa/
　問合せ先／旭川地方気象台


